総合支援型実習の成果と課題 ―2018年度総合支援型ソーシャルワーク実習生の受け止めから― by 伊藤 正明
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り，この 2017 年度ソーシャルワーク実習では特定相談支援事業以外での実習先に 12 名，特定相
談支援事業へ 1 名が総合支援型として実習を行っている．
表 1　3 つの実習群
実習群 人数 総合支援型実習生 図での記載名
2017 年度ソーシャルワーク実習生
【特定相談支援事業以外】
286 名 12 名を含む 「1　2017 特定以外」
2017 年度ソーシャルワーク実習生
【特定相談支援事業】
15 名 1 名を含む 「2　2017 特定」
2018 年度総合支援型のソーシャル
ワーク実習生











・提携している社会福祉法人にて 2018 年度総合支援型実習を行った学生…11 名　以下「2018 総
合」と記載
　２）2018 年度総合支援型のソーシャルワーク実習におけるアンケート
　本学社会福祉学部において 2017 年度と 2018 年度のソーシャルワーク実習には大きな変更はな







　アンケート結果のデータは SPSS Statistic 25.0 を用いて精査した．
　４．結果　実習生の受け止め
　１）ソーシャルワーク実習に対する満足度
　2017 年度ソーシャルワーク実習生の「ソーシャルワーク実習の満足度」は，図 1 の通り，約 3
割が「とても満足している」，約 5 割が「満足している」であった．
　2018 総合は「とても満足している」8 人（73％），「満足している」2 人（18％），「やや満足し
ている」1 人（9％）と回答している．
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とても思う やや思う 思わない まったく思わない 
　３）実習施設外の関係機関や社会資源との連携について
　「実習施設外の関係機関や社会資源との連携について学ぶことができましたか」という問いに
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度（4 項目）」「Ⅱソーシャルワークの現場（4 項目）」「Ⅲソーシャルワークの価値・倫理（5 項
目）」「Ⅳソーシャルワークの知識・技術（5 項目）」「Ⅴ支援のプロセス（6 項目）」「Ⅵソーシャ






















































































































































































































































































































4十分できた 3ある程度できた 2あまりできなかった 
































図 6-2　自己評価②　（評価項目 14 ～ 26）
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